
福
島
新
田
と
岩
付
衆
福
嶋
氏

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
船
渡
村
の
項
に
は
、
小
名
と
し
て
「
福
島
新
田
」、「
上
手
組
」、「
下
手
組
」、「
大
島
組
」、「
新
田
組
」
の
五
つ
の
記

載
が
あ
り
、「
福
島
新
田
」
の
説
明
と
し
て
、「
元
禄
改
定
の
国
図
に
は
、
此
新
田
を
の
せ
船
渡
村
全
き
別
村
に
は
非
ず
し
て
、
當
村
の
小
名
と
な

れ
り
」（
１
）

と
あ
る
。

ま
た
、『
武
蔵
国
埼
玉
郡
村
誌
』
で
は
、「
福
島
新
田
」
に
関
す
る
記
載
と
し
て
、「
元
禄
改
の
国
図
に
船
渡
村
枝
郷
福
島
新
田
と
載
す
る
村
落
あ

り
之
れ
を
里
胥
に
質
す
に
元
禄
八
年
乙
亥
検
地
の
時
本
村
に
併
せ
て
全
く
一
村
と
な
す
と
云
ふ
今
尚
字
地
の
中
に
此
名
を
存
せ
り
」、「
福
嶋

堀

向
の
東
に
連
る
東
西
六
町
南
北
一
町
三
十
間
」（
２
）

と
あ
る
。

加
藤
幸
一
氏
に
よ
る
現
地
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
福
島
新
田
の
開
発
者
の
リ
ー
ダ
ー
の
子
孫
と
推
測
さ
れ
る
Ｂ
家
（
屋
号

福
島
）

に
は
、
江
戸
時
代
以
前
に
、
岩
付
城
よ
り
派
遣
さ
れ
て
き
た
者
（
武
士
か
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
と
い
う
口
伝
が
あ
る
。

故
に
今
回
、「
元
禄
改
定
の
国
図
」
に
載
る
「
福
島
新
田
」
の
開
発
の
歴
史
を
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
の
提
起
を
し
、
考
察
を
試
み
た
。

①
「
岩
付
衆
」
の
「
福
嶋
氏
」
の
指
導
の
元
、
Ｂ
家
（
屋
号

福
島
）
の
先
祖
で
あ
る
Ｂ
１
氏
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
実
際
の
開
発
を
行
い
、
一
定

の
成
果
を
上
げ
た
。

②
正
保
年
間
（
一
六
四
四
～
四
七
）
か
ら
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
ま
で
の
期
間
に
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
Ｂ
１
氏
の
子
孫
で
あ
る
Ｂ
２
氏
以
降
が
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
開
発
を
行
い
、「
福
島
新
田
」
と
し
て
「
元
禄
改
定
の
国
図
」
に
記
載
さ
れ
た
。

一

岩
付
衆
福
嶋
氏

『
越
谷
市
史
』
で
は
、「
岩
付
衆
」
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

北
条
氏
政
は
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
閏
七
月
か
ら
の
結
城
城
攻
め
に
際
し
、
そ
の
前
月
の
七
月
十
三
日
、
岩
付
衆
に
出
陣
を
命
じ
て
「
岩

付
諸
奉
行
、
但
今
度
之
陣
一
廻
之
掟
」
と
い
う
掟
書
を
発
し
た
（『
豊
島
宮
城
文
書
』）。
こ
れ
は
氏
房
（
筆
者
注

北
条
氏
房
）
入
城
以
前
の

も
の
で
あ
る
が
、
岩
付
城
の
家
臣
団
構
成
と
軍
事
力
を
知
る
上
で
好
史
料
で
あ
り
、
氏
房
（
筆
者
注

北
条
氏
房
）
以
後
に
お
い
て
も
大
差
な

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
諸
奉
行
と
兵
数
は
表
（
筆
者
注

資
料
一
）
の
通
り
で
あ
る
。（
３
）

資
料
一

天
正
五
年
七
月
岩
付
衆
編
成

数

奉
行

小
旗
衆

一
二
〇
余
本

中
筑
後
守
・
立
川
藤
左
衛
門
・
潮
田
内
匠
助

鎗
衆

六
〇
〇
余
本

福
嶋
四
郎
右
衛
門
・
豊
田
周
防
守
・
立
川
式
部
丞
・

春
日
与
兵
衛

鉄
砲
衆

五
〇
余
挺

河
口
四
郎
左
衛
門
・
真
野
平
太

弓
衆

四
〇
余
張

尾
崎
飛
騨
守
・
高
麗
大
炊
助

歩
者
衆

二
五
〇
余
人

山
田
弥
六
郎
・
川
目
大
学
・
嶋
村
若
狭
守

馬
上
衆

五
〇
〇
余
騎

渋
江
式
部
大
夫
・
太
田
右
衛
門
佐
・
春
日
左
衛
門
・

宮
城
四
郎
兵
衛
・
小
田
掃
部
助
・
細
谷
刑
部
左
衛
門

歩
走
衆

二
〇
人

馬
場
源
十
郎

計

一
六
〇
〇
余
人

（
４
）



こ
の
資
料
一
「
天
正
五
年
七
月
岩
付
衆
編
成
」
の
中
に
、「
鎗
奉
行
」
と
し
て
福
嶋
四
郎
右
衛
門
の
名
が
あ
る
。

『
越
谷
市
史
』
で
は
、「
鎗
奉
行
」
の
福
嶋
四
郎
右
衛
門
お
よ
び
北
条
氏
に
関
係
す
る
福
島
の
名
字
を
持
つ
者
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

鎗
奉
行
の
四
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
は『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』中
に
同
名
の
も
の
が
玉
縄
衆
と
し
て
三
七
貫
余
文
の
役
高
を
持
っ
て
い
る
が
、

同
一
人
物
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
同
衆
中
に
福
島
左
衛
門
が
二
三
〇
貫
五
百
文
の
役
高
を
持
っ
て
同
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

福
島
（
北
条
）
綱
成
の
弟
で
は
な
い
か
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。
鎗
奉
行
福
嶋
四
郎
右
衛
門
は
詳
細
は
不
明
と
し
て
も
北
条
氏
の
岩
付
獲
得
後
、

北
条
氏
に
よ
っ
て
同
城
に
い
れ
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
の
ち
天
正
十
四
年
、
太
田
氏
房
（
筆
者
注

北
条
氏
房
）
が
大
相
模
不

動
に
禁
制
を
発
す
る
が
、
そ
の
奉
行
人
と
な
っ
た
福
島
又
八
郎
も
四
郎
右
衛
門
と
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
」（
５
）

鎗
奉
行
福
嶋
四
郎
右
衛
門
の
詳
細
は
不
明
の
よ
う
で
あ
る
が
、『
越
谷
市
史
』
で
は
、
旧
船
渡
村
か
ら
比
較
的
距
離
の
近
い
旧
西
方
村
の
大
聖

寺
（
大
相
模
不
動
尊
）
に
対
し
て
、
天
正
十
四
年
（
一
五
九
六
）、
北
条
氏
房
が
発
給
し
た
掟
書
に
記
載
さ
れ
る
奉
行
人
福
島
又
八
郎
を
、
福
嶋
四

郎
右
衛
門
と
つ
な
が
り
の
あ
る
者
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。

二

天
正
十
四
年
発
給
の
禁
制

さ
ら
に
『
越
谷
市
史
』
で
は
、
そ
の
禁
制
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
七
月
に
（
筆
者
注

太
田
）
氏
資
が
平
林
寺
に
越
谷
市
域
に
あ
っ
た
四
条
村
を
安
堵
し
、
ま
た
元
亀
三
年
二
月
に

北
条
氏
繁
が
大
相
模
不
動
院
（
現
大
聖
寺
）
に
出
し
た
判
物
に
「
右
、
大
相
模
不
動
院
古
来
よ
り
岩
付
祈
願
所
に
つ
き
」
と
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
す
れ
ば
、
越
谷
市
域
の
地
も
（
筆
者
注

太
田
）
資
正
の
時
代
か
ら
岩
付
城
の
配
下
に
入
っ
て
い
た
と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
。ま

た
市
（
い
ち
）
に
つ
い
て
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
越
ヶ
谷
宿
で
二
・
七
の
六
斎
市
が
始
ま
っ
た
の
は
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
か

ら
九
六
）
で
あ
る
と
い
う
伝
え
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
一
月
に
岩
付
城
主
太
田
氏
房
（
筆
者
注

北

条
氏
房
）
が
大
相
模
不
動
坊
に
発
し
た
禁
制
が
注
目
さ
れ
る
（「
西
角
以
家
文
書
」
市
史
第
三
巻
五
三
ペ
ー
ジ
）。

禁

制

一

喧
嘩
口
論
の
事

一

押
買
狼
藉
の
事

一

博
戯
博
奕
の
事

右
条
々
違
犯
の
輩
は
則
ち
披
露
を
遂
ぐ
べ
し
、
厳
科
に
処
す
る
べ
き
旨
、

仰
せ
出
さ
る
も
の
也
、
仍
っ
て
件
の
如
し

天
正
十
四
丁亥（

太
田
氏
房
（
筆
者
注

北
条
氏
房
））
朱
印

正
月
廿
八
日

福
嶋
又
八
郎
こ
れ
を
奉
る

大
相
模
不
動
坊

こ
こ
に
云
う
「
押
買
」
と
は
、
売
手
の
意
に
反
す
る
安
い
価
格
で
強
制
的
に
物
品
を
買
い
取
る
こ
と
で
、
中
世
、
特
に
戦
国
期
に
「
押
売
・
押

買
」
と
並
列
さ
れ
て
市
や
宿
（
し
ゅ
く
）
な
ど
の
流
通
を
混
乱
さ
せ
る
行
為
と
し
ば
し
ば
戦
国
大
名
か
ら
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
禁
制
か
ら
、
天

正
十
四
年
（
但
し
文
書
中
の
干
支
丁
亥
は
天
正
十
五
年
）
の
段
階
に
は
、
大
相
模
不
動
の
門
前
で
六
斎
市
と
ま
で
は
行
か
な
い
に
し
て
も
定
期



的
に
市
が
開
か
れ
、
人
々
が
群
れ
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
こ
の
文
書
は
、
越
谷
市
史
第
三
巻
の
注
に
も
あ
る
通
り
、
大
聖
寺
所
蔵

の
写
し
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
同
写
し
に
は
印
判
に
つ
い
て
の
記
事
が
無
か
っ
た
た
め
、
長
い
間
誰
が
発
給
し
た
の
か
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
近
年
大
宮
市
（
筆
者
注

現
さ
い
た
ま
市
）
氷
川
神
社
の
神
官
西
角
井
家
か
ら
埼
玉
県
立
文
書
館
に
委
託
さ
れ
た
同
家
文
書
中
か
ら
下
部

が
切
断
さ
れ
た
原
文
書
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
朱
印
よ
り
太
田
氏
房
（
筆
者
注

北
条
氏
房
）
の
発
給
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。（
６
）

三

岩
附
城
士
の
福
島
氏

『
埼
玉
苗
字
辞
典
』
で
は
、「
岩
附
城
士
の
福
島
氏
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

一

岩
附
城
士
の
福
島
氏

高
麗
文
書
（
家
伝
史
料
）
に
「
永
禄
中
、
し
ゅ
い
の
次
第
・
福
島
四
郎
右
衛
門
」。

豊
島
宮
城
文
書
に
「
天
正
五
年
七
月
十
三
日
、
岩
付
の
鑓
奉
行
福
島
四
郎
右
衛
門
尉
」。

道
祖
土
文
書
に
「
天
正
六
年
四
月
七
日
、
比
企
郡
三
保
谷
郷
検
地
書
出
、
十
九
貫
五
百
六
十
五
文
・
福
島
給
田
」。

豊
島
宮
城
文
書
に
「
天
正
十
三
年
七
月
十
日
、
太
田
氏
房
祝
言
の
行
列
次
第
、
宮
城
美
作
守
と
福
島
出
羽
守
の
両
人
は
惣
奉
行
な
り
」。

北
条
氏
房
朱
印
状
に
「
天
正
十
六
年
五
月
二
十
一
日
、
中
足
立
之
改
、
福
島
出
羽
守
手
代
一
人
」。

岩
附
奉
行
に
て
、
埼
玉
郡
西
方
村
大
聖
寺
文
書
に
「
天
正
十
四
年
正
月
二
十
八
日
、
禁
制
御
朱
印
之
事
、
福
島
又
八
郎
奉
之
」。

鎌
倉
月
輪
院
證
文
に
「
天
正
十
六
年
閏
五
月
二
十
五
日
、
福
島
又
八
郎
房
重
花
押
」。

足
立
郡
中
尾
村
吉
祥
寺
文
書
に
「
天
正
十
七
年
六
月
十
三
日
、
福
島
又
八
郎
印
」

と
見
ゆ
。（
７
）

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、「
元
禄
改
定
の
国
図
」
に
載
る
「
福
島
新
田
」
の
原
型
と
な
る
開
発
が
、「
岩
付
衆
」
の
「
福
嶋
氏
」
の
指
導
の
元
に
行
わ
れ
た
と
し
て

仮
説
の
提
起
を
し
て
史
料
を
集
め
た
が
、
筆
者
の
力
量
で
は
到
底
解
決
に
は
至
ら
ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
提
示
す
る
に
留
ま
っ
た
。
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よ
り
引
用
・
加
工


